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求
真
会
規
約

目
、
名
品

本
会
は
、
山
辺
記
念
碑
銘
「
広
の
希
求
す
る
と
こ
ろ
は
真
実
の
外
に
は

な
い
」
の
祁
神
に
基
づ
き
、
「
不
可
愛
広
」
と
称
す
る
。

、l
l
，

nμν
小下t
 

あ
ら
ゆ
る
学
問
や
什
会
出
動
を
通
じ
て
、
前
市
引
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し
く

川
辺
約
半
と
そ
れ
に
関
連
す
る
思
想
を
よ
り
傑
く
思
併
し
、
広
く
一
般

社
会
に
仙
波
及
し
、
山
ハ
災
を
ふ
ポ
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
業

本
会
は
前
墳
の
倒
的
J

主
火
山
叫
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

の
何
年
八
月
後
半
、
川
辺
町
川
人
寸
へ
の
倣
怠
の
必
と
し
て
、
記
念
叫
の

参
訴
を
兼
ね
た
研
究
会

υ

②
研
究
会
の
報
告
な
ど
、
年
一
同
の
凶
倒
的
誌
『
ボ
古
川
〈
』
の
発
行
。

①
「
求
点
一
会
組
合
」
(
以
下
法
令
と
い
う
)
の
援
司

④
そ
の
他
必
要
な
事
宅

一
、
会
引
民

本
会
の
会
員
は
本
ム
山
の
目
的
に
質
問
す
る
人
々
に
よ
っ
て
梢
成
す
る
の

具
体
的
に
は
、
当
年
度
の
研
究
会
に
参
加
し
た
者
及
、
ひ
基
金
に
一
口

以
上
の
寄
付
を
し
た
布
。

役
員

本
会
は
次
の
役
員
仕
置
き
、
役
員
は
本
A
I
の
述
品
川
を
わ
う
。

代
表
幹
事
一
名
辺
市
下
北
口
一
十
名

一
、
代
表
幹
事

代
永
幹
事
は
氷
会
を
代
表
す
る
世
話
役
で
あ
り
、
任
期
は
後
任
者
が
決

ま
る
ま
で
と
す
る
。

[

|

 

γず
μ

ヘマ
L
t

理
事
は
本
会
の
全
般
的
な
遅
出
に
当
た
り
、
任
川
は
後
任
者
が
決
ま
る

ま
で
と
す
る
。

一
、
総
会

当
該
年
度
の
研
究
会
に
お
い
て
、
活
動
及
び
会
計
報
告
と
活
動
方
針
及

び
デ
訴
を
審
議
し
、
代
表
怜
事
及
び
別
事
の
選
出
を
行
う
。

基
金
の
運
営

一
口
千
円
以
上
の
お
川
付
金
を
随
時
受
け
入
れ
、
寄
付
者
に
は
寄
付
金
受

付
入
れ
年
度
の
『
求
克
一
〈
』
を
送
付
す
る
。

『
宅
阜
の
編
集

代
表
幹
引
が
則
ず
及
び
役
員
の
怠
見
を
汲
み
入
れ
て
編
集
す
る
。

一
、
会
計
年
度

飯
年
一
月
一
日
よ
り
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
す
る
の

一
、
事
務
局

本
会
の
事
務
局
は
代
表
怜
執
が
決
定
す
る
。
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八
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よ
り

特
色

一

O
O六
年
八
月
一
一
一
一
一
日
一
部
改
花

一O
O八
年
三
一
月
一
五
日
一
部
改
正



求
真
会
の
治
革

一
九
四
五
年

月

田
辺
元
先
生
京
都
大
学
を
退
官
さ
れ
る
。

同
年

七
月

田
辺
先
生
北
軽
井
沢
大
学
村
に
転
居
さ
れ
る
。

一
九
六
二
年

四
月
二
九
日

田
辺
先
生
群
馬
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
て
ご
逝
去
さ
れ
る
。

一
九
六
三
年

六
月
二
日

田
辺
記
念
碑
除
幕
式
。
そ
の
碑
に
は

私
の
希
求
す
る
と
こ
ろ
は
真
実
の
外
に
は
な
い

と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
裏
面
に
は
、

田
辺

ヌじ

昭
和
三
七
年
四
月
二
九
日
没
七
七
才

ち
ょ

昭
和
一
一
六
年
九
月
一
七
日
没
五
五
才

と
あ
る
。
記
念
稗
は
谷
口
士
口
郎
博
土
の
作
。
除
幕
式
に
は
谷
口
吉
郎
、

上
弥
生
子
、
谷
口
徹
一
一
一
、
宮
本
和
吉
の
各
氏
、
門
下
生
及
び
石
沢
要
な
ど

群
馬
大
学
関
係
者
が
多
数
参
列
さ
れ
る
。

田
辺
先
生
の
遺
言
で
、
土
地
、

建
物
、
蔵
書
(
一
部
は
京
都
大
学
)
が
群
潟
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
。

一
九
六
四
年

八
月

石
沢
要
先
生
の
発
案
に
よ
り
、
書
斎
と
母
屋
の
山
荘
二
棟
の
う
ち
、
母
屋

を
改
修
し
、
こ
の
年
よ
り
毎
夏
の
集
中
講
義
の
部
屋
と
し
て
使
用
す
る
。

以
来
、

田
辺
山
荘
の
母
屋
に
て
、
毎
夏
、
外
部
の
講
師
を
招
い
て
の
集
中

講
義
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

一
九
六
五
年

四
月
二
二
日

石
沢
先
生
を
中
心
に
し
て

回
辺
文
庫
目
録
が
完
成
す
る
。

一
九
六
七
年

田
辺
文
庫
展
示
会
を
開
く
。
石
沢
要
、
山
田
桂
一
一
一
、
吉
野
寛
治
の
諸
先
生

に
よ
り
著
書
が
ス
ラ
イ
ド
で
解
説
さ
れ
る
。

一
九
七
四
年

三
月
三
O
日

田
辺
山
荘
の
書
』
諮
問
が
「
田
辺
記
念
館
」
と
し
て
保
存
さ
れ
、
母
屋
は
取
り

壊
さ
れ
る
。
そ
の
跡
に
群
馬
大
学
北
軽
井
沢
研
修
所
が
建
て
ら
れ
る
。

一
九
七
七
年

四
月

北
軽
井
沢
研
修
所
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
く
た
め

石
沢
先
生
の
発
案
に

よ
り
「
群
馬
大
学
求
莫
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
七
条
小
次
郎
先
生
が
そ
の
会

担子

長
と
な
る
。

一
九
七
八
年

八
月
一
三
日
1
一
五
日

求真会の沿革001 



田
辺
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
西
谷
啓
治
、
武
内
義
範
、
大
島
康
正
、

中
埜
肇
、
野
上
弥
生
子
の
諸
先
生
を
招
く
。

一
九
七
九
年

八
月
二
日

1
一
一
二
日

「
人
聞
を
ど
う
考
え
る
か
」
を
テ
!
?
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
く
。

田
中
美
知
太
郎
、
畑
敏
雄
(
群
馬
大
学
学
長
)
、
野
上
弥
生
子
の
諸
先
生

を
招
く
。

一
九
八

O
年

八
月
八
日

i
一
O
日

「
田
辺
哲
学
と
道
元
」
を
テ

l
マ
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
斎

壊
義
一
先
生
(
大
阪
大
学
教
授
)
を
講
師
に
迎
え
る
。

同
年

八
月
一
一
一
一
一
日
1
二
四
日

「
医
学
と
哲
学
」
を
テ
1

マ
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
高
山
、

柳
沢
、
七
条
、
石
田
の
医
学
及
び
哲
学
関
係
の
諸
先
生
を
招
く
。

一
九
八
一
年

七
月
三
一
日

i
八
月
二
日

西
谷
宗
教
哲
学
研
究
会
、
西
谷
、
大
島
、
武
内
、
野
上
の
諸
先
生
を
招
く
。

(
西
谷
先
生
が
群
馬
大
学
北
軽
井
沢
研
修
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
広
報
に

投
稿
す
る
)

八
月
一
一
一
一
日
1
二
四
日

同
年道

元
『
正
法
眼
蔵
』
研
究
会
を
聞
く
。
畑
先
生
を
招
き
『
正
法
眼
蔵
』
の

講
義
を
聞
く
。

一
九
八
二
年

七
月
三
一
日

i
八
月
二
日

「
ホ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
道
一

E
斉
藤
知
正
先
生
を
招
く
。

002 

一
九
八
三
年

(
閏
辺
先
生
二

O
周
忌
)

八
月
五
日

1
七
日

2015 

斉
藤
知
正
先
生
著
『
道
元
禅
と
現
代
』
を
中
心
に
し
て
発
表
を
行
う
。

一
九
八
四
年

八
月
一
九
日

1
二
一
日

第 21号

「
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
と
禅
」
石
沢
先
生
を
中
心
に
し
て
発
表
を
行
う
。

八
月
四
日
1
六
日

『求真』

一
九
八
五
年

「
自
然
」
に
つ
い
て
の
学
際
研
究
会
。
藤
田
お
茶
の
水
大
学
学
長
、
小
野

生
が
発
表
す
る
。

群
馬
大
学
学
長
及
び
半
田
文
穂
先
生
な
ど
医
学
・
工
学
・
教
養
部
の
諸
先

一
九
八
六
年

哲
学
研
究
会
を
開
い
て
、

表
を
聞
く
。

同
年
一
二
月

八
月
四
日
1
六
日石

沢
、
斉
藤
、
円
増
、
そ
の
他
の
諸
先
生
の
発

一
九
八
七
年

村
岡
五
郎
先
生
(
群
馬
大
学
教
世
間
学
部
農
学
研
究
室
)
ご
逝
去
。

八
月

「
道
元
と
江
渡
荻
嶺
に
つ
い
て
」
を
テ
!
?
に
し
て
、
禅
研
修
会
を
開
く
。

一
九
八
八
年

斉
藤
先
生
を
中
心
に
高
崎
参
禅
会
の
方
々
が
参
加
す
る
。

八
月
一
日

1
三
日

哲
学
研
究
会
を
聞
く
。
石
沢
先
生
が
「
フ
オ
イ
・
フ
オ
イ
の
哲
学
」
と
い



う
テ
ー
マ
で
発
表
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
体
調
惑
く
欠
席
さ
れ
る
。

同
年

八
月
三
日
i
五
日

禅
研
修
会
を
開
く
。
斉
藤
知
正
先
生
に
よ
る
『
普
勤
坐
禅
儀
』
の
講
義
を

回
日
，
、
O

R
伊
く

一
九
八
九
年

八
月

禅
研
修
会
を
開
く
。
斉
藤
知
正
先
生
に
よ
る
『
典
座
教
訓
』
の
講
義
を
開

く
一
九
九

O
年

八
月
一
六
日
i
一
八
日

禅
研
修
会
を
開
く
。
斉
藤
知
正
先
生
を
中
心
に
し
て
発
表
を
行
う
。

一
九
九
一
年

中
止

同
年

一
二
月
一
五
日

石
沢
要
先
生
ご
逝
去
。

一
九
九
二
年

八
月
二
四
日
1
一
一
六
日

京
都
大
学
・
薗
印
刷
坦
先
生
に
よ
る
講
演
「
ク
ザ
i
ヌ
ス
の
自
然
に
つ
い
て

」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
発
表
を
行
う
。

(
田
辺
先
生
三

O
周
忌
)

一
九
九
三
年

八
月
一
一
一
日

1
一
一
二
日

高
機
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

月

臼

「
群
馬
大
学
求
真
会
」
の
事
務
引
き
継
ぎ
(
高
橋
か
ら
川
島
へ
)

一
九
九
四
年

八
月
一
九
日

1
一
一
一
日

京
都
大
学
・
長
谷
正
雀
先
生
に
よ
る
講
演
「
田
辺
哲
学
と
エ
マ
ヌ
エ
ル

レ
ヴ
イ
ナ
ス
の
哲
尚
子
i
哲
学
の
立
脚
点
と
し
て
の
存
在
論
と
倫
理
の
立
場

を
め
ぐ
っ
て
l
」
を
開
く
。
そ
の
他
、
高
橋
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を

行
h

つ。

同
年

月

日

「
群
馬
大
A
主
宰
具
会
」
を
「
求
真
会
」
と
改
名
す
る
。

会
長
よ
尚
一
橋
治
男
、

理
事

1
菌
回
出
一
、
黒
田
能
勝
、
田
中
茂
、
相
田
麟
三

代
表
幹
事
i
川
島
妓
一
一
一

郎
、
榊
原
虫
忠
雄
、

『
求
真
』
創
刊
号
、
発
刊
。

一
九
九
五
年

八
月
一
八
日
i
二
O
R

第
一
回
求
真
会
を
開
く
。
大
阪

J

府
立
大
学
・
川
村
永
子
先
生
に
よ
る
講
演

「
田
辺
哲
学
と
有
機
体
の
哲
宇
場
所
の
論
理
を
介
し
て
|
」
を
聞
く
。

そ
の
他
、
高
橋
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

月

日

『
求
真
』
第
二
号
、
発
刊
。

求真会の沿革

一
九
九
六
年

八
月
二
四
日
i
一
一
六
日

第
二
回
求
真
会
を
開
く
。
静
岡
大
学
・
山
下
秀
智
先
生
に
よ
る
講
演
三
一
口

葉
と
自
覚
」
を
開
く
。
そ
の
他
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

003 



同
年

『
求
真
』
第
三
号
、
発
刊
。

一
二
月
一
日

一
九
九
七
年

八
月
二

O
日
1
一
一
二
日

葉 第
と三
も回
の求
の真
見会
方を
」関

をく
聞。

く京

i契
の掌

他
、藤

笠間
井 正

有壁
橋 生

川|よ
島る
に講
よ 演
る 「
研言

究
発
表
を
行
、
っ
。

間
年『

求
真
』
第
四
号
、
発
刊
ι

一
二
月
一
日

一
九
九
八
年

八
月
一
九
日

1
一
一
一
日

第
四
回
求
真
会
を
開
く
。
大
阪
外
国
語
大
学
・
細
谷
田
国
士
山
先
生
に
よ
る
講

演
「
最
後
の
田
辺
輩
牢
1
絶
筆
『
マ
ラ
ル
メ
覚
書
』
に
つ
い
て
l
」
を
聞

く
。
そ
の
他
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
家
・
芹
沢
木
黙
氏
の
発
表
及
び
花

の
行
者
・
花
啄
氏
の
神
通
力
の
実
演
、
川
島
の
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

『
求
真
』
第
五
号
、
発
刊
。

一
二
月
二
二
日

一
九
九
九
年

八
月
一
八
日

1
二
O
日

第
五
回
求
真
会
を
開
く
。
金
沢
大
学
・
気
多
雅
子
先
生
に
よ
る
講
演
「
布

施
を
め
ぐ
っ
て
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
川
島
の
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

『
求
真
』
第
六
号
、
発
刊
。

一
二
月
二
八
日

二
O
O
O年

八
月
一
一
一
二
日
1
二
五
日

004 

第
六
回
求
真
会
を
開
く
。
相
愛
大
学
・
北
野
裕
通
先
生
に
よ
る
講
演
「
大

地
・
身
体
・
自
覚
|
鈴
木
大
拙
の
日
本
的
霊
性
の
問
題
を
起
点
と
し
て
|

2015 

」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
水
野
、
浜
崎
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

8 
年

第 21号

八
月
一
一
一
一
日
1
二
四
日

第
七
回
求
真
会
を
開
く
。
東
京
理
科
大
学
・
佐
々
木
亮
先
生
に
よ
る
講
演

「
田
辺
と
ハ
イ
デ
ツ
ガ

!
l
〈
存
在
の
比
論
〉
を
め
ぐ
っ
て
|
」
を
聞
く
。

『求真』

そ
の
他
、
川
端
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

二
O
O
一
年
二
一
月
一

O
日

『
求
真
』
第
八
号
、
発
刊
。

二
O
O二
年

八
月
二
一
日

1
一一一一一日

第
八
回
求
真
会
を
開
く
。
求
真
会
規
約
及
び
求
真
会
基
金
趣
意
書
が
成
立

す
る
。
関
西
大
学
・
小
田
淑
子
先
生
に
よ
る
講
演
「
イ
ス
ラ
l
ム
に
お
け

る
個
人
と
共
同
体
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
宮
野
、
杉
本
、
川
島
に
よ
る
研

究
発
表
を
行
恒
三

(
田
辺
先
生
四

O
回
忌
)

二
O
O二
年

月

日

高
橋
治
男
先
生
ご
逝
去
。

(
七
二
歳
)

同
年

一
二
月
七
日

山
田
桂
三
先
生
ご
逝
去
。

(
八
七
歳
)



同
年

一
一
一
月
一
七
日

『
求
真
』
第
九
号
、
発
刊
。

二
O
O三
年
八
月
二

O
日
1
一一一一日

第
九
回
求
真
会
を
開
く
。
関
西
大
学
・
井
上
克
人
先
生
に
よ
る
講
演
「
回

辺
哲
学
と
道
元
禅
i
i特
に
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
を
め
ぐ
っ
て
」

を
聞
く
。
そ
の
他
、
川
端
、
塚
本
、
社
、
相
田
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表

を
行
ト
コ
。

同
年

一
二
月
一
七
日

『
求
富
一
/
』
第
一

O
号
、
発
刊
。

二
O
O四
年

八
月
一
八
日

1
二
O
日

第一

O
回
求
真
会
を
開
く
。
荷
山
大
学
名
誉
教
授
・
ヤ
ン
・
グ
ア
ン
・
ブ

ラ
フ
ト
先
生
に
よ
る
講
演
「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、

塚
本
、

問
中
、
柏
田
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
一
月
八
日

小
倉
康
栄
氏
ご
逝
去
。

(
六
七
歳
)

同
年

一
二
月
一
七
日

『
求
真
』
第
一

一
号
、
発
刊
。

二
O
O五
年

八
月
一
七
日

1
一
九
日

第

一
回
求
真
会
を
開
く
。
龍
谷
大
学
・
高
田
信
良
先
生
に
よ
る
講
演
「

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
宗
教
間
対
話
i
仏
教
に
お
り
る
〈
諸
宗
教
の
教
学
〉

j
貌
驚
の
ま
ね
び
1

」
を
開
く
。
そ
の
他
、
竹
花
、
守
津
、
柏
田
、

川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
二
月
一
七
日

『
求
真
』
第
一
一
一
号
、
発
刊
。

二
O
O六
年

七
月
二
一
日

社
虫
然
(
本
名
・
芹
沢
栄
三
、
一
光
の
雅
口
す
・
木
黙
)
氏
ご
所
主
。

(
五
八
歳
)

同
年

八
月
二
三
日

1
二
五
日

第
二
一
回
求
真
会
を
開
く
。
石
川
県
立
看
護
大
学
・
浅
見
洋
先
生
に
よ
る

講
演
「
死
の
自
覚
を
め
ぐ
っ
て
i
ハ
イ
デ
ツ
ガ
i
・
西
国
・
田
辺

l
」
を

開
く
。
そ
の
他
、
川
端
、
相
田
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
二
月
一
五
日

『
求
真
』
第
二
二
号
、
発
刊
。

二
O
O七
年

八
月
一
一
一
一
日

1
二
四
日

第
二
二
回
求
真
会
を
開
く
。
筑
波
大
学
・
伊
蒋
益
先
生
に
よ
る
講
演
「
変

容
さ
れ
る
過
去
l
田
辺
哲
学
と
大
島
哲
学

l
」
を
開
く
。
そ
の
他
、
彦
、

吉
田
、
相
問
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
一
一
月
一
七
日

『
求
真
』
第
一
四
号
、
発
刊
。

(
以
上
は
『
求
真
』
第
一
回
口
す
か
ら
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
)

二
O
O八
年

月

田
中
、

求真会の沿革005 



求
真
会
事
務
局
が
筑
波
大
学
に
移
る
。
代
表
幹
事
が
、
伊
藤
益
に
委
任
さ

れ
る
。

同
年

八
月
二
五
日
1
一
一
六
日

第
一
四
回
主
真
会
を
聞
く
。
摩
、
馬
場
、
杉
本
、
高
木
に
よ
る
研
究
発
表

を
行
"
っ
。

同
年

『
求
真
』
第
一
五
号
、
発
刊
。

月

二
O
O九
年

八
月
二

O
日
1
二
一
日

第
一
五
回
求
真
会
を
開
く
。
関
西
大
学
・
井
上
克
人
先
生
に
よ
る
講
演

「ロ

2
回
心
ロ
知
窓
口

5
の
哲
尚
子
l
石
沢
要
先
生
の
ス
ピ
ノ
ザ
論
と
田
辺
哲
学

の
接
点
|
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
高
木
、
杉
本
、
城
阪
に
よ
る
研
究
発
表

を
行
ν

フ。

同
年

『
求
真
』
第
二
ハ
号
、
発
刊
。

二
O
一
O
年
八
月
一
五
日
i
一
六
日

第
二
ハ
回
求
真
会
を
開
く
。
沼
沢
、
摩
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

月

同
年

『
主
星
第
一
七
号
、
発
刊
。

一
二
月

二
O
二
年

京
都
大
学
に
て
第
一
七
回
求
真
会
を
開
く
。
京
都
大
学
・
福
谷
茂
先
生
に

九
月
一

o
a

よ
る
講
演
「
悶
漫
と
カ
ン
ト
i

『
種
の
論
理
と
世
界
図
式
』
を
中
心
に

006 

ー
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
高
木
、
日
高
、
蓮
沼
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

『
求
真
』
第
一
八
号
、

2015 

一
二
月

発
干1

二
O
一
二
年

第 21号

八
月
二
三
日
1
ニ
四
日

第
一
八
回
求
真
会
を
開
く
。
京
都
大
学
・
藤
田
正
勝
先
生
に
よ
る
講
演

「
田
辺
元
の
生
涯
と
思
想
1

田
辺
元
先
生
没
後
五

O
年
を
-
記
念
し
て
|
」

『求真』

を
開
く
。
そ
の
他
、
川
井
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

『
求
真
』
第
一
九
号
、
発
刊
-

月

二
O
一
五
年

月

『
求
真
』
第
二
O
号
、
発
刊
。

二
O
一
六
年
三
月

『
求
基
第
三
号
、
発
刊
ι



『
室
長
論
文
枠
措
憎
規
定

一
、
総
文
の
テ
ー
マ
は
田
辺
話
芸
告
む
草
:
思
想
全
般
に
閲
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

一
、
使
用
九
吉
田
諮
は
日
本
締
と
寸
志
。

一
、
論
文
を
投
稿
す
る
際
は
次
の
葦
孔
に
従
う
こ
と
。

A
5版
用
紙
に
縦
世
帯
き
二

段
組
み
と
す
る
。
各
段
堅
宣
言

δ
行
(
一
頁
一
二

O
Oぎ
と
し
、

誌
は
本
文
末
に
一
掃
す
る
。
以
-
L
の
書
式
で
一
五
一
良
程
度
と
す
る
(
審
評
の

場
合
は
一

O
頁
程
底
。

て
提
出
盛
氏

白
電
子
メ
!
ル
の
場
合
巧

oa
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
た
飽
子
メ
1
ル
を
、
求

真
会
事
護
問
山
知
〈
下
記
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
)
に
送
る
こ
と
σ

③
郵
送
の
場
合
お
よ
び
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
す
る
場
合
原
噴
ア
l
タ
が
保

存
さ
れ
て
い
る
3
.
5イ
ン
チ
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
原
稿
一
部
を
、
求

基
事
警
回
程
郵
送
す
る
こ
と
可

ま・系
w、
@
ど
ち
ら
の
場
合
員
欧
文
タ
イ
ト
ル
と
投
輩
伯
の
ロ
ー
マ
字
表

記
お
よ
び
所
属
・
職
業
を
明
記
し
た
別
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
〈
別
紙
を
同
封
〉

す
る
ζ
と

P

一
、
依
致
後
利
切

締
切
は
し
出
遅
度
の
一
一
一
月
一
五
日
と
す
る
。
噂
述
の
場
ム
只
当
日
消
印
有
刻

求
真
会
役
員
(
五
O
音
順
侶

代
表
幹
事

軍

妥
第
}
二
号

露相
聞
麟
三
郎

川

島

版

三

開

府

間

能

州

防

衛
木
信
凶
山

田

中

茂

勝
凶
正
勝

村
上
隆
夫

二
O
一
六
如
ザ
三
月
発
行

郵
便
番
号
〕

8
2
3
-
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
了
了
一

筑
波
大
営
e
大
学
院
人
文
社
ム
語
学
研
究
科

護
了
恩
惣
専
攻
伊
臨
時
似
研
究
室

内
凶
己
診
耳
固
い
円
吉
@
昏

8
・8
・v

編
謀
・
発
症
刊
〕
求
古
典
会

振

替

先

伊

藤

益

記

号

室

話

番

号

∞

8
2
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